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写真に基づく北海道 2例目および北限更新記録のウシマンボウ

澤井悦郎 1・田村佑輔 2・桜井泰憲 3

An individual of Mola alexandrini (>2 m estimated total 
length) (Molidae) captured by a set net off Kitoushi campsite 
(42°56′17.4″N, 144°33′39.2″E), Kushiro-cho, Kushiro-gun, 
Hokkaido, Japan, on 16 September 2020. In Japanese waters, 
this species has sporadically been recorded from Hokkaido 
(Hakodate) to Okinawa Prefecture (Yonaguni Island). Because 
only a single individual of this species has been recorded from 
Hokkaido, the present individual represents the second record of 
M. alexandrini from Hokkaido. The catch location of this indi-
vidual is about 306 km (linear distance) east-northeast from the 
Hakodate coast, updated the northernmost record of this species 
in Japanese waters. The sea surface temperature at the day this 
individual was caught was 18–19°C, within the range of sea 
surface temperatures (16–25°C) where this species is known to 
occur in the Pacific side of Japan.
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 Abstract

ウシマンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 1839)は，フグ

目マンボウ科Molidaeに属し，世界中の温帯・熱帯海域

に分布する（Sawai et al., 2017b；澤井，2017，2019）．本

種の最大個体は Yoshita et al.（2008）が報告した 2004年 8

月に宮城県沖で漁獲された全長 332 cm（体重未計測）の

個体である（Sawai et al., 2017b）．一方，本種の最重量個

体は中坪ほか（2007）がマンボウ M. mola (Linnaeus, 1758)

として報告した 1996年 8月に千葉県沖で漁獲された体重

2300 kg（全長 272 cm）の個体で（Sawai et al., 2017b），本

個体は世界最重量硬骨魚としてギネス世界記録に認定され

た（Guinness World Records, 2019；澤井，2019）．また，本

種の巨大さは卵巣重量にも表れ，台湾で 117 kgが卵巣最

重量として記録された（Sawai and Chang, 2018）．本種は成

長にともなって頭部と下顎下が隆起していく一方，舵鰭（尾

鰭に見える部位）縁辺は成長しても半円形のままで形状が

変化しないことが種の特徴である（Sawai et al., 2017a, b）．

舵鰭に形態異常がある個体（澤井ほか，2009, 2019；山野上・

澤井，2012；澤井・山野上，2016a）や全長約 195 cmで

頭部や下顎下が隆起していない個体（Sawai and Nakamura, 

2020）などの例外的な個体も確認されているが，本種の

典型的な大型個体（全長 2 m以上）は，上述の外観的特

徴で本種とよく混同される同属内のマンボウやカクレマン

ボウ M. tecta Nyegaard, Sawai, Gemmell, Gillum, Loneragan, 

Yamanoue and Stewart, 2017から識別される（Nyegaard et 

al., 2017；Sawai et al., 2017b）．

日本近海おけるウシマンボウの知見を簡単にレビュー

すると，本種は 2005年にマンボウ内に遺伝的に遠く離れ

た大型個体で構成される集団がいるとして初めて報告さ

れ（相良ほか，2005；吉田ほか，2005），その後，本種と

マンボウは別種レベルの遺伝的距離があることや形態的差

異があることが明らかにされた（吉田，2006a, b；Yoshita 

et al., 2008）．「ウシマンボウ」という標準和名は 2010年に

提唱され（山野上ほか，2010），A群（group A）や A種

（Mola sp. A）と仮称され未特定だった本種の学名は Sawai 

et al. (2017b)によって特定された．本種はマンボウと混同

されてきた歴史が長いが，文献上では少なくとも 1969年

から日本近海での存在が確認されている（澤井・山野上，

2016b）．本種は全長 120 cm以上の比較的大きな個体のみ

が日本近海に出現し（Sawai et al., 2018），採集，運搬，保

存が困難であること，日本以南のより暖かい水温帯に多

く出現する傾向があること（澤井ほか，2011；Nyegaard et 

al., 2018），与那国島で水深 550 mから釣られた記録はある

が（下瀬・澤井，2012；Sawai and Yamada, 2019），漁獲自

体は稀であることから情報が集まりにくい．日本近海に

おける本種は北海道函館市から沖縄県与那国島まで広域か



Ichthy 3 ǀ 2020 ǀ 48

Sawai et al. — Second record of Mola alexandrini from Hokkaido

ら記録されているが，記録は散発的であり，学術的に把握

されている個体数も総計して 40個体以下であることから，

継続した情報収集が求められている（下瀬・澤井，2012；

澤井ほか，2014；Sawai and Yamada, 2019）．

このたび，2020年 9月に北海道釧路沖で漁獲されたマ

ンボウ属 Molaのニュース映像の中に（田村，2020），ウ

シマンボウと思われる個体が確認された．本個体は本種に

おける北海道 2例目および日本近海における北限記録の更

新となると考えられ，ニュースより詳細な情報を得たので

ここに報告する．

材料と方法
本研究で調査したマンボウ属 1個体（Fig. 1）は，2020

年 9月 16日に北海道釧路郡釧路町の来止臥野営場沖に設

置された定置網（42°56′17.4″N, 144°33′39.2″E）で漁獲され

た．食材としてあまり需要のない地域だったため，本個

体は漁獲後に海へと返された．本個体の目視による推定全

長は 2 m以上であったが，現場で計測は行われていない．

本個体に関する画像（写真は動画から切り出された）や情

報は謝辞に記した協力者から得られ，マンボウ属の種同

定は Sawai et al.（2017b）にしたがった．本個体の漁獲地

と澤井ほか（2014）の個体の漁獲地の直線距離は，Google

地図上のツール（右クリックして表示される「距離を測定」）

を使用して測定した．本個体が漁獲された当日の海面水温

は，気象庁（2020）のデータを読み取った．

結果と考察
種同定　本個体には頭部の明瞭な隆起や下顎下の隆起

があり（Fig.1A），画像上では少しわかりにくいが波型の

ない舵鰭も確認されたため（Fig.1B），ウシマンボウと同

定された．

北限記録の検討　本種のこれまで知られている都道府
県別の記録を以下に示す（各文献で新たに得られたサンプ

ルや情報の中で，場所が明示されている記録のみを示し

た）：太平洋側は，北海道（澤井ほか，2014），岩手県（Yoshita 

et al., 2008；澤井ほか，2009；山野上ほか，2010），宮城県

（相良ほか，2005；吉田ほか，2005），茨城県（相良ほか，

2005；澤井ほか，2015b），千葉県（山野上・澤井，2012；

Sawai et al., 2017b），神奈川県（澤井・山野上，2016a；澤

井ほか，2019），東京都［小笠原諸島（吉田，2006b）］，

静岡県（吉田ほか，2005），高知県（澤井，2018），大分

県（澤井ほか，2015a），鹿児島県［喜界島（Sawai and 

Yamada, 2019）］，日本海・東シナ海側は，富山県（澤井ほか，

2017），石川県（石川県水産総合センター，2012），山口県

（Sawai et al., 2018），長崎県［有福島（Sawai and Nakamura, 

2020）］，沖縄県［伊江島（Yoshita et al., 2008）；与那国島（下

瀬・澤井，2012）］．これらに加え，おそらく東シナ海側か

と思われるが，2020年 3月 31日に鹿児島県奄美大島の名

瀬沖約 5 km付近で本種 1個体が水中で撮影された（南海

日日新聞，2020）．

北海道におけるウシマンボウは，初記録として報告さ

Fig. 1. An individual of Mola alexandrini (>2 m estimated total length) captured by a set net off Kitoushi campsite (42°56′17.4″N, 
144°33′39.2″E), Kushiro-cho, Kushiro-gun, Hokkaido, Japan, on 16 September 2020. A: lateral view. B: posterodorsal view. Ar-
rows indicate diagnostic features (head bump, chin bump, and rounded clavus margin) given by Sawai et al. (2017b). Photographed 
by Japan Broadcasting Corporation (NHK).
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れた 2014年 8月 14日に函館市古部漁港沖で漁獲された 1

個体（澤井ほか，2014）以降の記録が見当たらず，最新の

北海道の魚類図鑑（尼岡ほか，2020）でも本種に関する詳

しい記述がない．また，昆布森漁業協同組合の漁師が夏季

に本種を見たことがあると証言した知見はあるが，写真な

ど明確なデータは示されていない（澤井ほか，2014）．よっ

て，本個体は写真に基づいた本種の北海道 2例目の記録と

なり，Google地図上の直線距離にして，澤井ほか（2014）

の個体より約 306 km東北東方向へ北限記録を更新したこ

とになる．本種がどこまで北方へ進出できるのかについて

は，引き続き情報収集が必要である．

釧路近海への来遊の推察　本個体が漁獲された日の漁
獲地周辺の海面水温は 18–19°Cであった（気象庁，2020）．

本個体はこれまで知られている日本近海におけるウシマン

ボウの太平洋側での出現水温範囲（16–25°C）に入り（澤

井ほか，2011, 2014, 2015a, 2019；澤井・山野上，2016a；澤井，

2018；Sawai and Yamada, 2019），日本海・東シナ海側の出

現水温範囲（10–14˚C）より高かった（澤井ほか，2017）．

先行研究の知見から，本種は水温が上昇する夏季に北海道

から三陸にかけた海域に来遊していることが示唆されてお

り（澤井ほか，2011, 2014），本個体が本種の出現可能な水

温範囲になった釧路近海で漁獲されたことは想定の範囲内

である．

一方，気象庁（2020）を確認すると，漁獲日の漁獲地

周辺の海面水温は平年値（1981年から 2010年の平均値）

より 2°Cほど高く，また漁獲日より 1週間以上前から三

陸沖から釧路沖にかけて海面水温が平年値より 2–3°C高

い状態が続いていた．田村（2020）が示唆するように，海

洋熱波など通常より高い水温が広い海域で続いたことによ

り，本種がより北方へと進出した可能性も考えられる．夏

季に北方の海域で高水温状態が続くと，本種の釧路近海へ

の来遊頻度が高くなること，さらに北方の海域へと進出す

る可能性が考えられる．釧路沖に来遊する本種の生態を明

らかにするためには，海洋環境データも合わせた調査が求

められる．
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